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刑事施設の仕事は多岐にわたり、各人の希望や資質・能力に応じて、様々
な業務のプロフェッショナルとなることができます。

刑務所・拘置所など刑事施設の規律・秩序を維持し、
被収容者の更生を導くため、生活全般に関わる仕事です。
罪を犯した人に責任を自覚させるだけではなく、健全な社会人として
暮らすための知識や生活態度等を身に付けさせます。
また、拘禁刑下においては、例えば、高齢であることや
障害があることなど、個々の事情を踏まえて、それぞれの改善更生に
必要な作業や指導を行うことが求められています。
出所後の再犯を防止し、新たな被害者を生み出さないことにより
安心・安全な社会の実現を目指します。

人に関わる仕事を通じて、人が変わっていく姿を
実感できることが大きなやりがいと言えます。
それぞれの事情を踏まえ、一人の人間として被収容者に
向き合う仕事は、実際、多くの困難も伴います。
時には失敗を重ねながらも、先輩職員から助言・指導を
うけ、経験を重ねることで、周囲から信頼され、
組織を支えるプロフェッショナルへと成長できます。
苦楽を共にし、切磋琢磨しあう仲間の絆は強く、
困難を乗り越える勇気が沸きます。

多職種連携
作業や改善指導等といった矯正処遇を通
じて、受刑者に社会生活に必要な生活習
慣や職業的な技能等を身に付けさせる必
要があります。刑務官は、厳しさの中に
も優しさをもって接し、健全な社会人と
しての模範を示すことで、その更生を支
えます。

刑事施設には、刑務官のほかにも、作業、教
育、心理、社会福祉、医療など様々な専門職
が働いています。他の職種の職員と連携し、
それぞれの専門性を活かしながら、一人一
人の受刑者に向き合うことで、個々の能力
やニーズに応じた働き掛け等を組織的に
行っています。職種を超えて職員が協力し
合い、施設全体として被収容者処遇に対応
しているため、不安なことはありません。

・工場や居室棟の担当職員
など被収容者の処遇全般
の仕事

・作業の企画、改善指導の
実施、出所後の帰住先や
就労等の調整の仕事

・刑事施設の運営を支える
事務系（庶務課・会計課・
用度課）の仕事

　など


